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1 

 

二
〇
二
六
年
度 

一
般
選
抜
（
Ⅱ
期
）
試
験 

総
合
問
題
（
国
語
領
域
）
出
題
の
意
図
・
解
答
例 

 

■
出
題
の
意
図 

大
学
入
学
後
の
学
習
の
素
地
と
な
る
国
語
の
力
を
問
う
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
、
以
下
の
問
題
を
設
定
し
た
。 

現
代
文
に
お
い
て
は
、
長
文
の
論
旨
を
的
確
に
読
み
取
る
知
識
・
技
能
を
問
う
と
共
に
、
自
身
の
経
験
と 

結
び
つ
け
て
論
理
を
組
み
立
て
る
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
問
う
。 

  

■
解
答
例 

一 

大
澤
真
幸
『
生
成
Ａ
Ｉ
時
代
の
言
語
論
』 

 
 

 

問
一 

ａ
た
わ
む 

 

ｂ
な
い
お
う 

ｃ
漠
然 

 

ｄ
放
棄 

 
 

ｅ
顕
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問
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問
四 

中
動
態
的
な
経
験
は
、
容
易
に
受
動
態
へ
と
転
化
し
て
し
ま
う 

か
ら 

 
 

 
 

問
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問
六 
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問
七
〈
解
答
例
〉 

 
 

 
 

 

生
成
Ａ
Ｉ
が
生
活
に
浸
透
す
る
こ
と
で
、
自
力
で
語
り
、
書
く
こ
と
を
通
じ
て
自
身
の
内
奥
の
真
実
を

発
見
す
る
歓
び
が
失
わ
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
筆
者
の
危
惧
に
私
も
同
意
す
る
。
そ
の
結
果
、
私
た
ち
は
、

自
分
の
中
に
あ
る
無
自
覚
の
深
い
思
考
に
到
達
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
浅
い
考
え
に
よ
っ
て
社
会
生

活
を
営
む
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
最
終
的
に
は
、
人
間
の
思
考
力
は
衰
え
、
Ａ
Ｉ
へ
の
依
存
度
は
ま
す
ま

す
高
ま
り
、
社
会
全
体
が
生
成
Ａ
Ｉ
の
出
力
す
る
言
葉
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
て
し
ま
う
時
代
が
到
来
す
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 




